
〇当初はできなかった作業が、できるようになったことが何よりうれし
く感じる。障がい者本人の生きがいにもなっているし、障がい者の家族
も喜んでいることを実感。
〇白ネギの作付け面積が当初より１割増加でき、農福連携により経営規
模の拡大が図れた。
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〇三つ星株式会社は、園芸中心の法人であり白ネギの露地栽培とトマトのハウス栽培に取り組んでいる。今後の経営を考えた場合、人材不足

は大きな課題となることから、以前より関心のあった農福連携に取り組み、手間のかかる出荷調整作業を中心に就労継続支援B型事業所と

連携し、障害者の就労の場を生み出し、経営拡大を図る。

所在地：福井県坂井市
団体名：三つ星株式会社
取組パターン：グループ内連携型
選定表彰：-

主力商品：白ネギ（露地）、トマト（ハ
ウス）

基本情報

○経営面積は白ネギは8.8haで、トマトはハウス10連棟で生産・販売に取り組む。
○白ネギは自社の関連会社である就労継続支援B型事業所（ゆめいく（株））と連携し、
根切り、葉切り、皮むき、箱折りなどの出荷調整作業を委託し、トマトは坂井市内の就
労継続支援B型事業所にハウス内での下葉かき作業を中心に施設外就労を委託。
○施設外就労は白ネギの収穫期である７月～翌年５月まで１日当たり５～６時間、トマ
トも収穫期の５月～１０月まで１日当たり４～５時間の作業時間
としている。
○福祉事業所の利用者が少ないことから、作業メニューを増やせ
ないことや、作業機械へコストをかける余力がないことが課題。
○作業効率を上げるため、事前に指導員に作業体験を行い、より
障がい者へ作業内容が伝わるよう工夫。

取組の概要

取組の成果体制図

所在地▶福井県坂井市坂井町下兵庫８８－１４
連絡先▶TEL:0776-63-6295  FAX:0776-63-6296

E-mail:info@mitsuboshi-nouen.com
ウェブサイト▶https://mitsuboshi-nouen.com/

視察受入れ：要相談 報道機関受入れ：要相談
三つ星株式会社

福井県

坂井市

三
つ
星
株
式
会
社

請負報酬支払い

農作業請負契約

農作業の実施
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【取組のプロセス】

○当初は自身で福祉事業所を探したり、市へも相談に行ったが、思うような
情報が得られず具体的な進展はなかったが、その後あわら市の就労継続支援
B型事業所からアプローチがあり、トマトの収穫作業におためし的に取り組
んだが、作業時間の制限等がネックとなり１年で止める。

（写真）

平成29年

令和2年

令和3年

今後の
展望

きっかけ
○2017年に埼玉県で大規模で白ネギを生産している法人代表者の講演を聞き、視
察に行った際に、出荷調整作業のほとんどを農福連携にて取り組んでいることを知
り、今後の経営を考えた場合、労働力不足を懸念していたことから関心をもった。

作業内容等の協議

〇恒常的な労働力不足のなか、坂井市に自社農園をもち農福連携の経験のあ
る福祉事業所よりアプローチがあり、再度農福連携に取り組む。作業内容の
協議を進め、トマトの下葉かき作業を委託。現在も継続している。

ゆめいく（株）の設立により本格的開始

○本格的に農福連携に取り組むため、関連会社の福祉事業所ゆめいく（株）
を設立。白ネギの出荷調整作業を中心に作業委託をはじめることで農福連携
を拡充した。白ネギの収穫期は長期に及ぶことから通年的な作業委託が可能
となった。

障がい者の自立支援の拡充

○農福連携による障がい者の自立支援は重要と考えており、就労継続支援B
型事業所ゆめいくの利用者増やし、将来的には白ネギの出荷調整作業につい
ては、利用者にまかせ、余裕のできる職員による事業拡大を図りたい。

（写真）

（写真）

（写真）
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